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一
列
目
左
か
ら
、
川
初
光
章
委
員
、 

 

前
佛
由
美
子
委
員
、
牧
田
安
史
会
長 

 

河
野
一
紀
会
長
職
務
代
理
者
、 

 

中
野
康
夫
委
員
、 

二
列
目
左
か
ら
、
久
常
章
司
委
員
、 

 

高
橋
秀
和
委
員
、
齊
藤
一
成
委
員
、 

 

土
藏
真
哉
委
員
、
佐
藤
光
輝
委
員
、 

三
列
目
左
か
ら
、
井
出
和
実
委
員
、 

 

牛
渡
広
和
委
員
、
福
田
博
明
委
員
、 

 

高
一
郎
委
員
、
門
前
清
隆
委
員 

会

長

就

任

に

あ

た

っ

て 

 
 

 
 

本
別
町
農
業
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

 

会
長 

牧
田 

安
史 

 

日
頃
よ
り
農
業
委
員
会
の
活
動
に

対
し
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
心

か
ら
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

去
る
７
月

20

日
の
改
選
に
よ

り
、
新
人
７
名
を
含
む
15
名
の
農

業
委
員
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
の
総
会
に
お
い
て
委
員
の
互
選
に

よ
り
再
度
会
長
の
職
を
務
め
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
農
業
者
、
関
係
機

関
の
皆
様
の
ご
支
援
を
頂
き
な
が
ら

務
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

前
回
の
任
期
中
は
「
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
」
真
っ
只
中
で
委
員
会
の
研

修
を
含
む
業
務
も
ず
い
ぶ
ん
制
限
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
期
は
幸
い
に

も
平
常
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
３
年
間
で
世
界

の
状
況
も
大
き
く
変
化
し
ま
し
た

し
、
農
業
に
関
し
て
も
、
飼
料
や
資

材
、
燃
料
や
機
械
類
全
体
が
高
騰

し
、
農
業
経
営
に
大
打
撃
と
な
っ
て 

い
ま
す
。
収
穫
の
秋
を
迎
え
た
今
、

豊
穣
を
願
い
つ
つ
来
年
以
降
に
、
少

し
で
も
状
況
が
改
善
さ
れ
る
事
を

願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

今
年
４
月
か
ら
「
改
正
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
法
」
が
施
行
さ
れ
、

令
和
７
年
３
月
ま
で
に
、
町
農
林
課

主
導
で
策
定
さ
れ
る
「
地
域
計
画
」

に
お
け
る
「
目
標
地
図
」
の
素
案
作

り
に
委
員
会
が
携
わ
っ
て
い
く
事
と

な
り
ま
す
。
本
別
町
の
農
業
者
は
高

齢
化
し
、
戸
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
町
内
農
業
の
振
興
と
農
地

を
守
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
農
業
者

か
ら
話
を
し
っ
か
り
伺
い
な
が
ら
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方
が

健
康
で
事
故
も
な
く
、
稔
り
豊
か
な

秋
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
切
望
し

て
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

門前 井出 

久常 

牛渡 

高橋 

川初 

福田 

齊藤 

前佛 

高 

土藏 

牧田 

佐藤 

河野 中野 



      

○
農
地
部
会 

部
会
長 

 
 

齊 

藤 
一 

成 

副
部
会
長 

 

門 

前 

清 
隆 

部
会
員 

 
 

土 

藏 

真 

哉 

 
 
 
 
 
 

佐 

藤 

光 

輝 

 
 
 
 
 
 

福 

田 

博 

明 

 
 
 
 
 
 

井 

出 

和 

実 

 
 
 
 
 
 

高 

橋 

秀 

和 

 
 
 
 
 
 

久 

常 

章 

司 

 

仕
事 

 

農
地
法
・
農
業
経
営
基
盤
強
化
促 

進
法
に
基
づ
く
農
用
地
の
利
用
関
係 

の
調
整
及
び
そ
の
他
農
地
に
関
す
る 

事
項
に
つ
い
て
。 

 

活
動
計
画 

・
評
価
モ
デ
ル
農
地
の
確
認 

・
評
価
表
、
評
価
基
準
等
の
検
討
、 

確
認 

・
農
用
地
利
用
状
況
調
査
（
農
地
パ 

ト
ロ
ー
ル
）
の
実
施 

・
学
習
会
、
管
外
研
修
の
実
施 

 

      

○
農
業
振
興
部
会 

部
会
長 

 
 

牛 

渡 

広 

和 

副
部
会
長 

 

川 

初 

光 

章 

部
会
員 

 
 

中 

野 

康 

夫 

 
 
 
 
 
 

高 
 
 

一 

郎 

 
 
 
 
 
 

前
佛 

由 

美 

子 

仕
事 農

業
に
関
す
る
振
興
計
画
、
農
業 

構
造
改
善
対
策
及
び
意
見
の
公
表
等 

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
。 

 

活
動
計
画 

・
必
要
に
応
じ
懇
談
会
を
開
催 

・
農
業
者
年
金
研
修
の
参
加 

・
農
業
者
年
金
の
加
入
推
進 

・
管
外
研
修
の
実
施 

 

    

  

           

○
広
報
委
員
会 

委
員
長 

 
 

高 

橋 

秀 

和 

 

副
委
員
長 

 

齊 

藤 

一 

成 

 

委
員 

 
 
 

前
佛 

由 

美 

子 

 
 
 
 
 
 
 

川 

初 

光 

章 

 

仕
事 

 
農
地
政
策
を
は
じ
め
農
政
の
状
況
、 

農
業
委
員
の
活
動
に
つ
い
て
、
農
業 

者
に
対
し
、
正
確
か
つ
新
鮮
な
情
報 

を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
、
農
業
委 

員
会
だ
よ
り
を
発
行
す
る
。 

 

活
動
計
画 

・
農
業
委
員
会
だ
よ
り
を
年
２
回
発 

行
と
全
戸
配
布 

・
よ
り
親
し
み
や
す
い
紙
面
作
り 

・
各
部
会
と
の
連
携
強
化 

本
別
町
農
業
委
員
会
で
は
専
門
部
会
を
作
り
、
研
修
や
課
題
の
審
議
、 

「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
の
発
行
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

各

部

会

の
構

成

を
紹

介

し
ま
す 

農 

業 

委 

員 

の 

担 

当 

地 

区 

を 
 

紹 

介 

し 

ま 

す  
 

農
業
委
員
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
地
区
が
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
農
地
の
売
買
や
相
続
な
ど
、
な
に
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
担

当
地
区
の
農
業
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

氏 名 （ 自 治 会 ） 担 当 地 区 

中 野 康 夫 （ 仙 美 里 2 ） 追名牛、木札内、東仙美里、仙美里１・２・３、上仙美里、奥仙美里、美栄 

土 藏 真 哉 （ 共 栄 ） 本別市街、共栄、共栄１、東本別、上本別 

佐藤光輝（美里別東中） 弥生町、美里別西中、美里別東中 

牛 渡 広 和 （ 活 込 ） 拓農、活込 

福 田 博 明 （ 美 蘭 別 ） 上押帯、美蘭別 

井出和実（美里別西上） 美里別西上、美里別東上 

高 橋 秀 和 （ 清 里 ） 西仙美里、新生、明美、月見台、清里 

河 野 一 紀 （ 勇 足 西 ２ ） 勇足西１・２・５ 

久 常 章 司 （ 勇 足 西 ４ ） 勇足西４、押帯 

齊藤一成（チエトイ２） 負箙１・２、チエトイ１・２ 

門前清隆（美里別東下１） 美里別東下１・２、美里別高東 

川 初 光 章 （ 北 ５ ） 勇足東１～東５ 

 



    

 

農
業
委
員
と
い
う
大
役
を
任
せ
ら
れ
、

初
め
て
の
事
な
の
で
、
先
輩
農
業
委
員
方

に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

久
常 

章
司
委
員
（
勇
足
西
４
） 

 

Ｊ
Ａ
本
別
町
の
推
薦
を
頂
き
農
業
委

員
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昨
今

の
農
業
情
勢
は
肥
料
・
飼
料
・
農
業
機
械

の
高
騰
・
畜
産
特
に
牛
の
価
格
の
急
激
下

落
に
よ
り
農
業
経
営
に
多
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
農

業
委
員
を
仰
せ
つ
か
り
微
力
な
が
ら
本

町
農
業
の
た
め
に
、
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
不
慣
れ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

高 

一

郎

委

員

（

追

名

牛

） 

 

地
区
の
推
薦
を
う
け
農
業
委
員
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
農
業
や
生
活
環
境
は
、

厳
し
い
状
況
が
進
行
し
て
い
ま
す
が
、
皆

さ
ん
と
協
力
し
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
諸
先
輩
や
地

域
の
方
々
と
共
に
、
本
別
町
農
業
が
発
展

す
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
３
年

間
至
ら
な
い
事
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

門
前 

清
隆
委
員
（
美
里
別
東
下
１
） 

 

農
業
委
員
の
任
命
を
受
け
、
女
性
初
と

い
う
事
か
ら
責
任
の
重
さ
や
不
安
な
ど

様
々
な
事
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
す
。
女
性
の

立
場
で
出
来
る
事
、
ま
た
、
委
員
の
皆
さ

ん
と
協
力
し
、
一
つ
一
つ
勉
強
し
な
が
ら

本
別
町
の
農
業
発
展
の
た
め
役
目
を
果

た
せ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

前
佛 

由
美
子
委
員
（
新
町
） 

 

本
別
市
街
・
共
栄
・
共
栄
１
・
東
本
別
・

上
本
別
か
ら
の
推
薦
で
就
任
と
な
り
ま

し
た
。
ま
だ
何
も
分
か
り
ま
せ
ん
が
諸
先

輩
方
を
見
習
い
一
つ
一
つ
覚
え
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
農
地
の
事
で
色
々
と

お
聞
き
す
る
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が

そ
の
時
は
ご
協
力
頂
け
る
と
助
か
り
ま

す
。
３
年
間
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 土

藏 

真

哉

委

員

（

共

栄

） 

美
里
別
西
中
・
東
中
、
弥
生
町
地
区
の

推
薦
を
い
た
だ
き
農
業
委
員
を
引
き
受

け
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
責
任
の

重
さ
を
受
け
止
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
と
協
力

し
合
い
本
別
町
の
農
業
の
発
展
の
お
手

伝
い
を
で
き
る
よ
う
に
、
３
年
間
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

佐
藤 

光
輝
委
員
（
美
里
別
東
中
） 

 

地
域
の
推
薦
を
頂
き
農
業
委
員
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昨
今
の
農
業
情

勢
の
厳
し
い
中
で
の
就
任
に
責
任
の
重
さ

を
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
諸
先
輩
の
ご
指

導
を
受
け
な
が
ら
３
年
間
務
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。 

井
出 

和
実
委
員
（
美
里
別
西
上
） 

「北海道コンカツ情報コンシェル」がリニューアル 

北海道では結婚を望む方などの相談支援、情報発信のため「結婚サポートセンター北海道

コンカツ情報コンシェル」を開設しており、今年６月にリニューアルオープンされました。

同センターではオンライン（Zoom）により事業を実施しています。 

■オンライン婚活イベント（要事前申込） 

開催日時：10月 14日（土）13時～（今後、年度内４回開催予定） 

※参加費無料。募集対象や定員などホームページをご覧ください 

■個別オンライン相談会（要予約） 

 土日祝も対応している、スタッフとの無料の個別相談会です。 

【 北海道コンカツ情報コンシェル ホームページ http://hokkaido-kic.com 】 

 

本別町グリーンサポートセンターからのお知らせ 

イベントは

QR コード

からお申込

みください 

本別町グリーンサポ

ートセンターは、農業

委員会ほか町内関係

団体で構成され、農業

後継者のパートナー

等、担い手確保対策の

円滑な推進を図るこ

とを目的に各種事業

を行っています。 

初
め
て
の
農
業
委
員
で
す
！ 

今
回
の
改
選
で
、
新
た
に
任
命

さ
れ
た
農
業
委
員
で
す
。 



◇ 

第
１
回 

目
な
ら
し 

◇ 

８
月
22
日
、
全
農
業
委
員
を
対
象
に
、

目
な
ら
し
（
＊
１
）
を
行
い
ま
し
た
。 

各
委
員
が
農
地
の
見
方
を
統
一
す
る
事

で
、
秋
か
ら
始
ま
る
利
用
調
整
を
円
滑
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
農
業
委
員
が
新

体
制
（
３
年
毎
）
と
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で

目
な
ら
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
高
橋
委
員
の
圃
場
を
お
借
り
し

て
農
地
を
評
価
し
、
初
め
て
の
試
み
と
し

て
模
擬
の
利
用
調
整
委
員
会
を
行
い
ま
し

た
。
15
名
中
７
名
が
新
任
委
員
で
す
が
、

本
番
と
同
じ
様
に
進
め
る
事
で
、
円
滑
な

進
行
と
な
る
よ
う
確
認
し
、
各
委
員
間
で

質
問
、説
明
、意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

  ＊
１ 

目
な
ら
し
・
・
・
農
業
委
員
会
で
は
、
４

グ
ル
ー
プ
持
ち
回
り
で
、
利
用
調
整
で
必
要

と
な
る
農
地
の
評
価
を
行
い
ま
す
。
ど
の
グ

ル
ー
プ
が
行
っ
て
も
同
じ
に
な
る
様
に
、
全

員
で
評
価
の
仕
方
、
考
え
方
を
統
一
し
ま
す
。 

          

◇ 

新
任
委
員
研
修
に
参
加
し
て 

◇ 

          

８
月
23
日
、
帯
広
市
と
か
ち
プ
ラ
ザ
に

て
北
海
道
農
業
会
議
事
務
局
長
の
乾
泰
司

氏
を
講
師
に
迎
え
、
研
修
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
の
女
性
委
員
は
十
勝
で
22

名
と
な
り
、
う
ち
新
任
の
数
名
が
参
加
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

 

農
業
委
員
は
非
常
勤
の
特
別
職
の
地
方

公
務
員
で
あ
る
事
、
秘
密
保
持
義
務
が
あ

る
事
、各
個
の
財
産
と
な
る
農
地
の
売
買
、

賃
貸
に
つ
い
て
調
査
し
総
会
で
決
議
す
る

事
、
そ
の
他
に
も
農
業
委
員
会
が
行
う
業

務
の
内
容
に
つ
い
て
、
２
時
間
の
講
習
を

受
け
て
き
ま
し
た
。
改
め
て
身
の
引
き
締

る
思
い
を
感
じ
、
任
期
を
果
た
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

編
集
後
記 

今
年
は
こ
れ
ま
で
小
麦
の
収
穫
は

天
候
に
も
恵
ま
れ
収
量
、
品
質
と
も

お
お
む
ね
良
好
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
干
ば
つ
傾
向
も
あ
り
、

今
後
の
作
物
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
日
照
り
が

続
い
て
も
雨
が
降
り
続
い
て
も
、
農

業
と
い
う
も
の
は
心
配
ご
と
が
尽
き

ぬ
も
の
で
す
。 

戦
争
や
急
激
な
円
安
な
ど
に
よ
る

物
資
、
資
材
の
高
騰
に
よ
り
農
業
情

勢
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

食
糧
安
保
の
観
点
か
ら
も
安
定
生
産

で
き
る
よ
う
政
府
の
早
急
な
対
策
が

望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

令
和
７
年
４
月
か
ら
本
町
で
運
用

開
始
予
定
の
「
地
域
計
画
」
に
つ
い

て
、
広
報
で
お
知
ら
せ
で
き
る
こ
と

は
随
時
お
伝
え
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
運
用
開
始
に
向
け
て
ご

心
配
や
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
ご
理
解
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご

健
康
と
本
別
町
農
業
の
発
展
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。 

  
 

広
報
委
員
長 

高
橋 

秀
和  

 

 

農業者年金は、積み立て方式のため積み立てた分を必ず受給することができます。保険料は２万円から６万７千円

まで（千円単位で）加入者が自由に選択でき、保険料の額はいつでも変更することができます。月々の掛け金を大き

くすることで、将来の受給額を増やすことができます。また、保険料は全額社会保険料控除の対象となり、所得税・

住民税の節税となる優遇措置があります。 

農業者年金へは、①国民年金第１号被保険者、②年間 60日以上農業に従事、③満 60歳未満、これら３つの要件を

満たす方ならどなたでも加入できます。 

農業者年金に関するご相談・お問い合わせは、農業委員会またはＪＡへ 

農業委員会 電話 ２２－８１２５ 

講師の北海道農業会議・乾事務局長 

圃場にて農地の評価をしました 


